
堆
肥
の
販
売
日
が

　
　
　
　

 

増
え
ま
す

堆肥を買うときは、
堆肥を入れる袋や

入れ物を持ってきてね！

４月から
　
組
合
で
は
、『
緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
』と
し
て
、家
庭
や
公
園
な
ど
か
ら
発
生
す
る

枝
草
を
原
料
と
し
た
堆
肥
の
生
産
を
第一工
場（
越
谷
市
）に
お
い
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
枝
草
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
に
よ
り
、可
燃
ご
み
の
減
量
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、堆
肥
を
購
入
で
き
る
方
は
、組
合
を
構
成
し
て
い
る
５
市
１
町
の
住
民
に
限
り
ま
す
。

緑み
ど
り

笹、竹、シュロ、ソテツ、キョウチクトウ、柳、ヨシ、根の付いた草木、枯れた
草木、農作物、土石・金属・ビニールなど堆肥化できないものを含む草木

搬入できないもの

❶越谷市、草加市、八潮市、三郷市、吉川市及び松伏町の管内住民の
方で、居住する敷地から発生するせん定枝及び刈り草とします。た
だし、自らがせん定等を行い、自らが搬入するものに限ります。

　（事業者の方は、搬入できません。）
❷せん定枝は、直径15㎝以下、長さ100㎝以下
　 ※枝・草は分けてお持ち込みください。

□  受 入 条 件

１名で購入できる量は５０㎏までです。（１０㎏単位で販売します）
必ず土のう袋等の入れ物をご用意してください。

□  販 売 量

１０㎏当たり１００円となります。 小銭のご用意をお願いします。
□  販 売 金 額

第一工場北側寄り堆肥化施設 いきいき館駐車場となり（越谷市増林三丁目２番地１）
いきいき館駐車場内、堆肥化施設入り口前に並んでお待ちください。

□  販 売 場 所

❶事前に電話による予約が必要です。
❷搬入できる量は１日に１件とし、
　１００㎏が限度です。
❸搬入の際、免許証等申請者本人確認
　書類をご提示いただきます。

□  利 用 手 順

毎週火曜日から金曜日（祝祭日及び年末年始は除く）
午前９時から午後４時まで（ただし、正午から午後1時までを除く）
前日までに予約が必要です。

□  予 約 受 付 時 間

毎週火曜日から金曜日（祝祭日及び年末年始は除く）
午前９時から１１時３０分、午後１時から３時３０分まで
※堆肥の販売日が火曜日となる場合は火曜日の搬入はできません。

□  受 入 日 時

堆 肥 販 売 の お 知 ら せせん定枝等の個人搬入の受入れについて

今までより
利用しやすく
なるね!

●購入の仕方●

ご持参いただいた袋な
どに入れて運んでいた
だきます。

袋　詰　め3
10kgで100円

（10kg単位で50kgまで）

支　払　い2

￥

住所・氏名・購入希望
量をご記入いただき
ます。

購入券に記入1

午前９時３０分～１１時３０分
□  販 売 時 間

※お車の方はいきいき館駐車場をご利用ください。

□  販 売 日 ※雨天の場合は中止となります。

4月
5月
6月
7月

10日（月）
8日（月）

12日（月）
10日（月）

17日（月）
15日（月）
19日（月）
18日（火）

24日（月）
22日（月）
26日（月）
24日（月）

第一工場業務課　☎048－９６６－０１２４問 合 せ

せん定枝及び刈り草の混合堆肥
□  堆 肥 の 規 格

※堆肥の成分分析及び放射性物質濃度の測定結果は、
　ホームページ等で公表します。
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び
薬
剤
処
理
後
の
焼
却
飛
灰
に
つ
き

ま
し
て
は
、
管
外
の
最
終
処
分
場
へ

の
搬
出
を
行
い
、
安
全
か
つ
適
正
に

処
分
し
て
ま
い
り
ま
す
。

堆
肥
化
事
業
に
つ
い
て

せ
ん
定
枝
、
刈
り
草
の
堆
肥
化
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
受
け
入
れ
量

を
確
保
し
、
安
定
し
た
販
売
を
目
指

し
、
堆
肥
生
産
量
の
増
加
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

第
二
工
場
ご
み
処
理
施
設
の

運
営
に
つ
い
て

昨
年
度
か
ら
本
格
稼
働
し
ま
し
た

第
二
工
場
ご
み
処
理
施
設
「
パ
ー
シ

ク
ル
」
は
、
環
境
対
策
を
徹
底
し
、

地
域
の
良
好
な
生
活
環
境
を
守
り
な

が
ら
、
草
加
市
と
八
潮
市
の
可
燃
ご

み
を
適
正
か
つ
安
定
的
に
処
理
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
発
電
し
た
電
力
お
よ
び
蒸

気
に
よ
る
熱
供
給
に
つ
き
ま
し
て
も
、

近
隣
の
公
共
施
設
へ
安
定
供
給
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
施
設
稼
働
に
伴
う
周
辺

環
境
へ
の
影
響
を
調
査
す
る
た
め
、
環

境
影
響
評
価
事
後
調
査
を
継
続
し
て

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
仮
称
）
汚
泥
再
生
処
理

セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
つ
い
て

（
仮
称
）
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ

ー
の
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年

3
月
に
工
事
請
負
契
約
を
締
結
し
、

同
年
9
月
本
体
建
築
工
事
に
着
手
い

た
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に

平
成
29
年
3
月
定
例
組
合
議
会
を

ご
招
集
申
し
上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、

議
員
の
皆
様
に
は
ご
健
勝
の
う
ち
に

ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

本
定
例
組
合
議
会
は
、
新
年
度
の

事
業
を
執
行
す
る
予
算
案
を
は
じ
め

と
す
る
議
案
を
ご
審
議
い
た
だ
き
ま

す
が
、
管
理
者
と
し
て
の
組
合
運
営

方
針
を
申
し
述
べ
、
議
員
の
皆
様
そ

し
て
管
内
住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
4
月
に
は
、
九
州
地
方
に
お

い
て
〝
熊
本
地
震
〞
が
発
生
し
、
大

き
な
爪
痕
を
残
し
、
今
な
お
被
災
地

で
の
復
興
支
援
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、組
合
で
は
、国
が「
災

害
廃
棄
物
処
理
体
制
の
強
化
」
を
目

的
と
し
て
追
加
し
た
交
付
金
事
業
を

活
用
し
、
昨
年
度
、
第
一
工
場
ご
み

処
理
施
設
に
お
け
る
基
幹
設
備
大
規

模
改
修
工
事
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
組
合
は
、
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る

か
分
か
ら
な
い
自
然
災
害
を
想
定
し

な
が
ら
、
安
全
か
つ
安
定
的
な
廃
棄

物
処
理
を
行
う
責
務
を
担
っ
て
お
り
、

今
後
の
施
設
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し

て
も
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
4
月
に
第
二
工
場
ご

み
処
理
施
設
が
本
格
稼
働
と
な
り
、

第
一
工
場
ご
み
処
理
施
設
と
の
2
工

場
体
制
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
工
場

間
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
よ
り
一

層
効
率
的
で
安
定
し
た
ご
み
処
理
事

業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

組
合
の
運
営
経
費
に
つ
き
ま
し
て

は
、
組
合
を
構
成
す
る
市
町
か
ら
の

分
担
金
や
廃
棄
物
処
理
手
数
料
、
電

力
売
払
代
金
な
ど
の
収
入
で
賄
っ
て

お
り
ま
す
。

（
仮
称
）
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン

タ
ー
の
建
設
工
事
や
既
存
施
設

の
改
修
事
業
に
お
い
て
は
、
国

の
交
付
金
お
よ
び
地
方
債
を
活
用
し
、

ま
た
、
電
力
の
受
給
・
供
給
に
つ
い

て
は
競
争
入
札
を
実
施
し
、
よ
り
有

利
な
契
約
を
結
ぶ
な
ど
、
引
き
続
き

財
源
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

財
源
の
柱
で
あ
る
構
成
市
町
か
ら

の
分
担
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
廃
棄
物

処
理
施
設
整
備
基
金
が
、『
財
政
計
画

2
0
1
3
』
に
お
け
る
推
計
額
よ
り

17
億
円
ほ
ど
増
加
し
て
い
る
こ
と
や
、

平
成
27
年
度
分
の
原
子
力
損
害
弁
償

金
が
支
払
わ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
平

成
29
年
度
は
計
画
よ
り
14
億
円
減
額

し
、
28
億
円
と
し
て
お
り
ま
す
。

組
合
の
財
政
構
造
を
明
確
に
し
、

健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
る
た
め
、

『
財
政
計
画
2
0
1
8
』
の
策
定
に

着
手
し
、
平
成
30
年
度
以
降
の
10
年

間
の
資
金
収
支
予
測
を
も
と
に
、
構

成
市
町
か
ら
の
分
担
金
の
必
要
額
を

推
計
し
て
ま
い
り
ま
す
。

財
政
の
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め

の
新
た
な
地
方
公
会
計
に
つ
き
ま
し

て
は
、
昨
年
度
に
導
入
し
た
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
て
、
平
成
28
年
度
決
算

の
財
務
諸
表
を
作
成
し
公
表
し
て
ま

い
り
ま
す
。

情
報
公
開
と

啓
発
活
動
に
つ
い
て

開
か
れ
た
組
合
運
営
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
よ
り
わ
か
り
や
す
い
情
報

提
供
を
目
指
し
、
第
二
工
場
ご
み
処

理
施
設
の
稼
働
に
合
わ
せ
、
昨
年
度

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
い

た
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や「
広

報
リ
ユ
ー
ス
」
を
通
じ
、
組
合
の
運

営
状
況
や
実
施
事
業
な
ど
に
つ
い
て
、

広
く
管
内
住
民
や
事
業
者
の
皆
様
に

お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

啓
発
事
業
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

環
境
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
環

境
学
習
の
場
と
し
て
管
内
小
学
4
年

生
の
工
場
見
学
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
埼
玉
県
と
連
携
し
た
「
夏
休
み

親
子
ス
ク
ー
ル
」
の
実
施
や
、
多
く

の
皆
様
が
訪
れ
る
展
望
台
の
活
用
な

ど
に
よ
り
、
啓
発
機
会
を
増
や
し
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
住
民
お
よ
び
管
内
団

体
の
皆
様
と
協
働
し
て
「
環
境
と
情

報
の
集
い
」を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

組
合
で
定
め
た
環
境
方
針
に
基
づ

く
環
境
保
全
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
将
来
に
わ
た
り
環
境
負
荷
の
低

減
を
実
行
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
組
合
独
自
の
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
を
構
築
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
I
S
O
１
４
０
０
１

で
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
使
用
量
や
二
酸
化
炭
素
の
排

出
量
の
削
減
な
ど
の
組
合
が
取
り
組

む
べ
き
課
題
や
環
境
の
変
化
に
柔
軟

に
対
応
す
る
た
め
、
新
た
に
構
築
し

た
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の

運
用
を
、
今
年
度
か
ら
開
始
し
て
ま

い
り
ま
す
。

第
一
工
場
ご
み
処
理
施
設
の

運
営
に
つ
い
て

平
成
7
年
に
運
転
を
開
始
し
22
年

目
を
迎
え
た
第
一
工
場
ご
み
処
理
施

設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
二
工
場
ご

み
処
理
施
設
の
本
格
稼
働
を
受
け
、

平
成
28
年
度
か
ら
平
成
31
年
度
ま
で

の
4
年
を
か
け
て
、
基
幹
設
備
大
規

模
改
修
工
事
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

2
年
目
と
な
る
今
年
度
は
、
3
号

焼
却
炉
の
排
ガ
ス
処
理
設
備
や
煙
道

な
ど
の
更
新
工
事
を
行
い
、
平
成
45

年
度
ま
で
稼
働
で
き
る
よ
う
、
プ
ラ

ン
ト
設
備
の
長
寿
命
化
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
越

谷
市
が
実
施
す
る
道
水
路
の
整
備
事

業
に
対
し
て
、
経
費
の
一
部
を
負
担

し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
プ
ラ
ン
ト
設
備
の
長
寿

命
化
に
合
わ
せ
、
昨
年
度
か
ら
建
屋

本
体
の
改
修
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
が
、
今
年
度
は
、
地
域
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
と
な
っ
て
い
る
展
望
台
の
外

壁
お
よ
び
屋
根
等
の
改
修
工
事
を
行

い
、
第
一
工
場
建
屋
本
体
の
延
命
化

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
焼
却
処
理
の
た
め
に

稼
働
さ
せ
る
設
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

計
画
的
に
機
器
・
電
気
類
の
定
期
補

修
等
工
事
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

廃
棄
物
発
電
に
つ
き
ま
し
て
は
、

第
一
工
場
内
お
よ
び
近
隣
の
公
共
施

設
で
使
用
・
供
給
す
る
ほ
か
、
余
剰

電
力
は
電
気
事
業
者
に
売
却
し
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
温
水
に
よ
る
熱
供
給
に
つ

き
ま
し
て
も
、
近
隣
の
公
共
施
設
な
ど

へ
安
定
供
給
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

焼
却
灰
に
つ
き
ま
し
て
は
、
安
定

化
し
た
ス
ラ
グ
に
溶
融
処
理
し
、
管

内
に
あ
り
ま
す
最
終
処
分
場
エ
コ
パ

ー
ク
吉
川
「
み
ど
り
」
に
埋
立
処
分

を
行
い
、
そ
れ
以
外
の
焼
却
灰
お
よ

こ
れ
ま
で
、
杭
基
礎
工
事
や
地
下

部
分
の
躯
体
工
事
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
今
年
度
に
つ
き
ま
し
て

も
安
全
を
確
保
し
な
が
ら
、
本
体
建

築
工
事
を
進
め
る
と
と
も
に
、
場
内

整
備
に
併
せ
、
既
設
機
械
棟
の
解
体

撤
去
工
事
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

プ
ラ
ン
ト
工
事
に
つ
き
ま
し
て

も
、
機
器
の
搬
入
や
据
付
工
事
に
着

手
し
整
備
を
進
め
、
平
成
30
年
1
月

か
ら
試
験
運
転
を
行
い
、
4
月
か
ら

の
本
格
稼
働
を
目
指
し
、
工
事
の
着

実
な
進
捗
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
八

潮
市
が
実
施
す
る
道
水
路
の
整
備
事

業
に
対
し
て
、
経
費
を
負
担
し
て
ま

い
り
ま
す
。

し
尿
処
理
施
設
に
つ
い
て

し
尿
処
理
施
設
に
つ
き
ま
し
て

は
、
包
括
的
民
間
委
託
方
式
に
よ
り

適
正
か
つ
効
率
的
に
運
転
管
理
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
新
施
設
へ
の
機

能
切
り
替
え
に
伴
う
閉
鎖
作
業
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

最
終
処
分
場
に
つ
い
て

ス
ラ
グ
を
埋
め
立
て
て
い
る
最
終

処
分
場
エ
コ
パ
ー
ク
吉
川
「
み
ど
り
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
埋
め

立
て
期
間
が
今
年
度
か

ら
10
年
間
延
長
さ
れ
ま

す
が
、
旧
最
終
処
分
場

と
と
も
に
、
水
処
理
施

設
な
ど
の
運
転
管
理
を

包
括
的
民
間
委
託
方
式

に
よ
り
実
施
し
、
安
全
で

安
定
し
た
維
持
管
理
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

お
わ
り
に

我
が
国
は
、
す
で
に

人
口
減
少
社
会
が
到
来

し
て
お
り
ま
す
が
、
管
内

の
人
口
は
91
万
人
を
超

え
、
現
在
も
増
加
し
て
お

り
ま
す
。

こ
れ
は
、
組
合
を
構
成

す
る
市
町
が
長
年
に
わ
た
っ
て
取
り
組

ん
で
こ
ら
れ
た
ま
ち
づ
く
り
の
成
果
で

あ
り
ま
す
が
、
当
組
合
に
と
り
ま
し
て

は
、ご
み
の
排
出
量
の
増
加
と
と
も
に
、

ご
み
処
理
費
用
の
増
大
を
招
き
か
ね

ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
構

成
市
町
と
連
携
・
協
力
し
て
、
搬
入

さ
れ
る
廃
棄
物
の
適
正
化
、
搬
入
・
排

出
事
業
者
へ
の
適
正
指
導
な
ど
、
様
々

な
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ご
み
処
理
事
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
依
然
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
今
後
も
持
続
可
能
な
循
環
型
社

会
の
実
現
を
目
指
し
、『
財
政
計
画

2
0
1
8
』
の
策
定
な
ど
、
中
長
期

的
な
視
点
を
持
つ
と
と
も
に
、
計
画

性
の
あ
る
事
業
運
営
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

管
内
住
民
の
皆
様
が
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
み
の

分
別
収
集
と
減
量
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

以
上
、
当
組
合
の
運
営
方
針
を
申

し
上
げ
ま
し
た
が
、
議
員
の
皆
様
そ

し
て
管
内
住
民
の
皆
様
に
は
、
限
り

な
い
ご
助
言
と
ご
指
導
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

組
合
運
営
方
針

平成29年度

高橋努管理者
　
３
月
27
日
に
、
東
埼
玉
資

源
環
境
組
合
議
会
定
例
会
が

開
催
さ
れ
、
平
成
29
年
度
の

組
合
運
営
方
針
を
表
明
し
ま

し
た
。

（仮称）汚泥再生処理センター（完成イメージ）

第二工場ごみ処理施設（愛称パーシクル）

環境と情報の集い（リユースまつり）

お菓子の箱やトイレットペーパーの芯を燃えるごみとして捨てていませんか。これらは、リサイクルできる「雑紙（ざつがみ）」です。
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　平成 29年 3月東埼玉資源環境組合議会定例
会が、3月 27日に開催されました。
　提出された議案及び一般質問の内容は次のと
おりです。
【管理者提出議案】
◇第 1号議案
　東埼玉資源環境組合特別職の職員で非常勤の
ものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を
改正する条例制定について .................. 原案可決
◇第 2号議案
　東埼玉資源環境組合職員の給与に関する条例
の一部を改正する条例制定について ... 原案可決
◇第 3号議案
　平成 28 年度東埼玉資源環境組合会計補正予
算（第 3号）について......................... 原案可決
◇第 4号議案
　平成 29 年度東埼玉資源環境組合会計予算に
ついて ................................................... 原案可決
◇第 5号議案
　東埼玉資源環境組合副管理者の選任につき同
意を求めることについて ..................... 同意可決

【一般質問の内容】
１　平成 29年度組合運営方針から
⑴　焼却灰について
　ア 　エコパーク吉川「みどり」に埋立処分す
るもの以外の「それ以外の焼却灰等」の管
外最終処分の事業内容について。

⑵　焼却灰利用について
　ア 　焼却灰を利用したインターロッキング
が、道路敷等に使用されていたが、現在は。
その事業は。

⑶　エコパーク吉川「みどり」について
　ア 　エコパーク吉川「みどり」の 10 年間延
長について

　イ　10年後の埋立場所等の見通しについて

現在、建築工事については、地下部分のし尿貯留槽や処理水槽等の躯
体の施工がほぼ完了し、処理棟地上部の足場組立を行いながら、管理室
部分の基礎工事を始めたところです。
プラント工事については、脱臭装置やポンプ関係機器等の工場製作を
行っています。
平成 30年４月からの稼働を目指して、今後も安全を第一に考え、細
心の注意を払いながら工事を施工してまいりますので、ご理解とご協力
をお願い申し上げます。

ごみの減量化と資源の有効利用をさらに推進
平成
29年度 組合会計予算のあらまし

歳  入
◇分担金及び負担金　28億円（構成比33.9％）
組合を構成する５市１町から納入される分担
金です。
内容は各市・町が均等に負担する平等割が15

％、ごみおよびし尿の搬入量により負担する搬
入割が85％です。なお、今年度の分担金の市・
町別構成比は次のとおりです。
越谷市 33.1％ 三郷市 16.5％
草加市 23.6％ 吉川市 9.2％
八潮市 11.8％ 松伏町 5.8％

◇組合債　17億 680万円（同20.7％）
第一工場ごみ処理基幹設備大規模改修および

（仮称）汚泥再生処理センター建設事業に係る借
入金です。
◇使用料及び手数料　14億5500万円（同17.6％）
ショッピングモールや店舗などの事業所から
排出される事業系ごみの処理手数料です。手数
料は10キログラム当たり210円です。
◇繰入金　11億 2600万円（同13.6％）

廃棄物処理施設整備基金からの繰入金です。
◇財産収入　6億1558万円（同7.4％）
ごみ焼却時に発生する熱エネルギーを利用し
て作る電力の売払代金および廃棄物処理施設整
備基金の積立金利子などです。
◇国庫支出金　4億 4263万円（同5.4％）
第一工場ごみ処理基幹設備大規模改修および

（仮称）汚泥再生処理センター建設などに伴い交
付される国庫補助金です。
◇繰越金　１億円（同1.2％）
前年度からの繰越金です。
◇諸収入　1599万円（同0.2％）
金属類売払代金および温水の熱供給実費徴収
金などです。

歳  出
◇事業費　44億 5159万円（構成比53.9％）
施設を安全に安定して運転するための費用で、

主なものは次のとおりです。
・ごみおよびし尿処理施設、最終処分場の運転・
保守管理などの委託料などです

・第一工場で定期的に焼却炉や灰溶融炉などの
各種機械類を補修する工事費です
・第一工場で平成 28年度から4年間かけて、
毎年1炉ずつ排ガス処理設備、ボイラ水管な
どを更新する大規模改修工事費です
・第一工場で焼却炉から発生する排ガス中の塩
化水素や窒素酸化物などを安全に処理するた
めの薬剤購入費です
・排ガス中のダイオキシン類などの測定、ごみの
減量化を図るためのごみの組成分析、水質の
分析、放射性物質濃度などの検査委託料です
・第二工場でごみ処理施設の運営のための委託
料です
◇建設費　21億 2310万円（同25.7％）
（仮称）汚泥再生処理センター建設に係る費用
で、主なものは次のとおりです。
・施設建設に係る工事費です
・施設建設に係る監理委託料です
◇公債費　9億1460万円（同11.1％）
第一工場および第二工場ごみ処理施設、最終

処分場、（仮称）汚泥再生処理センターの建設事
業などの借入金の償還金です。
◇総務費　6億 2964万円（同7.6％）
総務費の主なものは次のとおりです。
・組合の情報を広く積極的に提供するための
「広報リユース」の発行費用です
・ごみの減量化のため、「環境と情報の集い」や
「夏休み親子スクール」などの事業を通じ、総
合的な啓発活動を行うための費用です
・組合の庁舎を、安全で利用しやすく維持管理
するための委託料、工事費などです
◇議会費　3087万円（同0.4％）
議会運営に係る費用などです。
◇基金積立金　1220万円（同0.1％）
廃棄物処理施設整備基金への積立金です。
◇予備費　１億円（同1.2％）
予備費として１億円を計上しています。

平成29年度東埼玉資源環境組合会計予算の概要につきましてお知らせします。予算額は歳入、歳
出とも82億6200万円で、前年度の71億8400万円に比べ15.0％の増となっています。
今年度は(仮称 )汚泥再生処理センターの本体工事の完成を目指すとともに、引き続きごみおよび

し尿を安全に安定して処理し、ごみの減量化に向けた施策や廃棄物発電、温水供給による熱エネルギー
の有効利用を行い、環境負荷の低減と持続可能な循環型社会の形成に取り組んでいきます。

（仮称）汚泥再生処理センター
建設工事の進捗状況

今後施設完成まで 2回の工事見学会を計画しています。
周辺地域の皆様方を対象に行います。
詳細は、組合ホームページ等でご案内します。

（仮称）汚泥再生処理センター

☎048-936-1251
問合せ 第二工場業務課

東埼玉資源環境組合では、ごみの減量化や資
源化など持続可能な循環型社会の形成を目的と
して策定した「東埼玉資源環境組合環境方針」
を推進するため、平成12 年 3月に ISO14001
の認証を取得し、これまで活動を進めてきました。
今後も、環境負荷削減の取り組みを推進すると

ともに、新たな環境問題や法規制にも迅速に対応
していくことを目的として、ISO14001の方針を
踏まえた組合独自の環境マネジメントシステムを

新たに構築しました。
平成29年度からはこの環境マネジメントシス

テムに基づき、取り組みを進めます。
組合の環境マネジメントシステムへの取り組

み状況につきましては、組合のホームページ
（http://www.reuse.or.jp/）で随時公開します。
（ISO14001については、組合独自の環境マネ
ジメントシステムに移行することから、平成29
年 3月に返上の手続きを行いました）

東埼玉
資源環境組合 環境マネジメントシステムの運用開始について

款 予算額 構成比 前年度 増減率
議会費 3087万円 0.4％ 3257万円 ▲5.2％
総務費 6億2964万円 7.6％ 6億9458万円 ▲9.3％
事業費 44億5159万円 53.9％ 48億3285万円 ▲7.9％
建設費 21億2310万円 25.7％ 6億9840万円 204.0％
公債費 9億1460万円 11.1％ 8億530万円 13.6％
基金積立金 1220万円 0.1％ 2030万円 ▲39.9％
予備費 1億円 1.2％ 1億円 0.0％
計 82億6200万円 100.0％ 71億8400万円 15.0％

歳出予算

分担金及び
負担金
28億円

（33.9％）

使用料及び
手数料
14億5500万円（17.6％）

国庫支出金
4億4263万円（5.4％）

財産収入
6億1558万円

（7.4％）

繰入金
11億2600万円

（13.6％）

繰越金
1億円

（1.2％）

諸収入
1599万円

（0.2％）
組合債
17億680万円

（20.7％）

歳  入 82億6200万円

事業費
44億 5159万円

（53.9％）

建設費
21億2310万円

（25.7％）

公債費
9億1460円

（11.1％）

基金積立金
1220万円

（0.1％）

予備費 1億円（1.2％）

総務費
6億2964万円

（7.6％）

歳  出 82億6200万円
議会費
3087万円（0.4％）

工場見学を無料で実施しています。（予約制）対象は、組合構成市町の営利を目的としない１０人以上の団体です。（問合せ：計画課☎048－９６６－０１２１）

組合議会が
開かれました3月

6月18日日
●午前10時～
●午後1時30分～

第１回目

建設工事　 　　　を開催します。見 学 会

組合議会の同意を得て、
平成29年4月1日付で東埼
玉資源環境組合副管理者に
瀧田賢氏が就任しました。

副管理者就任



　８回目を迎える「田んぼアート」が今年も開催されます。
　今年のデザインは、「銀河鉄道999」。田んぼアートを眺められる日本一
高い第一工場展望台（地上 80 メートル）へ、ぜひ、お越しください。
　また、見頃を迎える７月からは、特別公開として毎週日曜日に展望台公開
を行う予定です。田んぼアートの詳細内容については、越谷市観光協会へ
直接、お問い合わせください。

リユース
クイズ

今

の
号

こ し が や

田んぼアート2017

一般社団法人　越谷市観光協会 ☎０４８-９７１-９００２問合せ

第一工場（越谷市：☎048-966-0121）
第二工場（草加市：☎048-936-1251）

販売
場所

小サイズ
（グリーン）

げんりょうか すいしん
　組合では、枝草を焼却処分せずに資源として有効
活用するとともに、可燃ごみの減量化を推進するため、

かねん

えだ くさ しょうきゃくしょぶん しげん ゆうこう

かつよう

○にはいる
ひらがな３文字を答えてね！
（ヒントは１面だよ）

正解した方の中から抽選で５名の方に、オリジナルエコバッグ
を差し上げます。（色やサイズは選べません）

●ハガキで申し込みする場合
　①お名前 ②ご住所 ③電話番号 ④性別・年代（例 40 代）
　⑤件名：広報リユース４月号クイズ　⑥答え：○○○　
　（送付先）〒343-0011　越谷市増林 3-2-1　
　東埼玉資源環境組合　計画課　広報広聴担当　宛

を行っています。
「○○○のリサイクル」

正解した方の中から抽選で５名の方に、オリジナルエコバッグ

「○○○のリサイクル」

応 募 方 法
●ホームページの「お問い合わせフォーム」から申し込みができます。
　「お問合わせ、ご意見、ご要望、ご感想など」の欄に、
　 件名：広報リユース４月号クイズ
　 答え：○○○
　 紙面へのご意見・ご感想などがあればご記入ください。

【応募締切】平成２９年５月３１日（水）
※当選発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。

●売払電力量（MWh）
28年度

27年度

89,067MWh（107.5％）

82,827MWh

（53,939MWh） （35,128MWh）

統計情報 ー タデ
平成28年4月～平成29年3月実績値

第一工場 第ニ工場

　この組合章は、平成 7 年10 月1日に定められました。
マーク全体はエネルギーの展開を意味し、6つの矢印は
５市１町を表しています。
　また、リサイクルをイメージして、矢印が裏返っている
デザインとなっています。

東埼玉資源環境組合章
（リユースマーク）

①技術・開発（からし色）
②環境と調和（青色）
③快適な住民の生活（緑色）
④対話と行動力（だいだい色）
⑤先進性と未来（水色）
⑥資源（紫色）

ご存知でしたか？？？

東埼玉資源環境組合章

　組合では、排ガス中などに
おけるダイオキシン類の測定
を実施しています。
　平成28年度分の測定結果に
ついては、組合が守るべき法
的基準値を超える値はありませんでした。
　今後も、地域や地球環境保全のため、施設の
適正な運転管理を行い、ダイオキシン類や各種
排ガスなどの発生抑制に努めてまいります。
　詳しい測定結果については、ホームページに
掲載していますので、あわせてご覧ください。

　組合では、排ガス中などに
おけるダイオキシン類の測定

度分の測定結果に
組合が守るべき法

的基準値を超える値はありませんでした。

排ガス中などの
ダイオキシン類測定
結果について

元気の出るオレンジと
さわやかなグリーンの新色です！
小サイズの持ち手が、
今までより短くなりました。

 

平
成
29
年
3
月
1
日
現
在

オリジナルエ コ バ グッ が

「夏休み親子スクール」は、
7月27日（木）午前中（詳細
時間未定）に第一工場にて、
開催を予定しています。
　詳しくは、「広報リユー
ス」７月号または各市町
広報紙（７月発行）をご覧
ください。

お知らせ 管
内
人
口

松伏町松伏町

越谷市越谷市
吉川市吉川市

草加市草加市

八潮市八潮市

三郷市三郷市

―特産・推奨品紹介 ―5市1町かんちゃんと

お母さんの

有限会社ヒューマンアンド
コミュニケーション

（地場野菜イタリアンカポナータ）
越谷市東越谷6-122-3
☎048-967-0077

『苺のかけジャム』

越谷市・
松伏町 編

かんちゃん

　ぼくのおすすめは、越谷いちごを
使った「苺のかけジャム」だよ。
　地域の名品が表彰される「ふるさと
名品オブ・ザ・イヤー」で部門賞（隠
れ名品撲滅部門）を受賞したんだって。

　私は、松伏町の「甘酒」と
「塩こうじ」がいちおしよ。
「飲む点滴」とも言われる
「甘酒」はとても栄養価が
高いのよ。

金杉糀屋
松伏町金杉2246
☎048-991-2287

お母さん

　東埼玉資源環境組合は埼玉県東南部
の５市１町で構成されています。
　各市町の特産・推奨品をご紹介して
いきます。

東埼玉資源環境組合章

かんちゃんかんちゃんかんちゃんかんちゃんかんちゃんかんちゃんかんちゃんかんちゃんかんちゃん

今までより、30分長く鑑賞できます。展望台公開時間を
延長します

※ただし、月～金曜日（平日）のみとします。
　第３日曜日は、従来通りとなります。
　（受付時間：午後４時まで/
　　公開時間：午後４時３０分まで）

受付時間　午前９時から午後４時３０分まで
公開時間　午後５時まで

なりました！新しく” ”

本体：縦36㎝×横38㎝×底マチ11㎝
持ち手：50㎝　カラー：オレンジ/グリーン小サイズ

大サイズ 本体：縦36㎝×横46㎝×底マチ14㎝
持ち手：60㎝　カラー：オレンジ/グリーン 400円

300円

大サイズ
（オレンジ）

イメージ図（図柄は変更される場合があります）

『甘酒』『塩こうじ』

●熱供給量（GJ）
28年度

27年度

18,503GJ（129.5％）

14,284GJ

（14,339GJ） （4,164GJ）

※熱供給量　Ｇ（ギガ）＝10億の単位
　　　　　　１Ｊ（ジュール）≒0.24ｃａｌ（カロリー）　

●可燃ごみ搬入量（t)
28年度

27年度

241,692t（98.6％）

245,208t

（164,237t） （77,455t）

（前年度対比3,516t減） 

●し尿搬入量（ｋℓ）
28年度

27年度

77,016kℓ（98.7％）

77,999kℓ

（前年度対比983kℓ減） 

（前年度対比6,240MWh増） 

（前年度対比4,219GJ増） 

●堆肥化施設搬入量（ｔ）
28年度

27年度

827t（107.1％）

772t

（前年度対比55t増） 

人　口（人） 前年同月比（人）  世帯数（世帯）

越谷市 339,192 2,635 148,262
草加市 247,071 1,169 112,957
八潮市 87,325 1,171 39,374
三郷市 139,202 1,324 61,195
吉川市 71,646 499 28,929
松伏町 30,039 ▲193 11,757
合　計 914,475 6,605 402,474
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毎月第３日曜日も展望台を公開しています。4/16・5/21・6/18・7/16 です。公開日前夜に展望台の夜間ライトアップを行います。


